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3 広報くのへ●2025年（令和7年）4月

閉
校
の
先
へ

3
月
、
村
内
5
つ
の
小
学

校
が
長
い
歴
史
で
最
後
と
な

る
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

学
校
職
員
や
保
護
者
、
下

級
生
に
見
守
ら
れ
る
中
、
式

は
行
わ
れ
、
担
任
の
先
生
に

呼
名
さ
れ
る
と
卒
業
生
は
大

き
な
声
で
返
事
を
し
、
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
各
校
の
校
長
が

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
大

切
に
し
て
ほ
し
い
教
訓
な
ど
、

卒
業
生
へ
最
後
の
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
に
よ
る
門
出
の
言

葉
で
は
、
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
進
む
こ
と
を
強
く
決

意
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
担
任

の
先
生
か
ら
最
後
の
お
話
し

が
あ
り
、
卒
業
生
た
ち
は
恩

師
の
言
葉
や
学
び
舎
と
の
別

れ
に
涙
す
る
姿
や
、
仲
間
と

一
緒
に
卒
業
す
る
喜
び
で
笑

顔
に
な
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

涙
と
笑
顔
の
卒
業
式

令
和
7
年
3
月
、
戸
田
小
学
校
、
山
根
小
学
校
、
伊
保
内
小
学
校
、
長
興
寺
小
学
校
、

江
刺
家
小
学
校
が
閉
校
し
、
4
月
か
ら
5
つ
の
小
学
校
が
統
合
し
た
「
九
戸
村
立
九
戸

小
学
校
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
見
つ
め
ま
す
。

特
集

家族と地域への感謝

　

正
直
、
山
根
小
学
校
が
閉

校
す
る
と
聞
い
て
「
な
ん

で
？
」
と
い
う
の
が
率
直
な

気
持
ち
で
し
た
。
最
後
の
1

年
は
短
く
感
じ
、
最
初
は
寂

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、「
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
取
り
組
も
う
」
と
切

り
替
え
ま
し
た
。
特
に
去
年

行
っ
た
学
習
発
表
会
の
劇

「
山
根
の
宝
」
で
は
、
見
て

く
れ
て
い
る
方
々
に
山
根
小

学
校
の
歴
史
や
こ
れ
ま
で
の

感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

伊保内小学校
令和 6年度卒業生
中村 大

そ ら

空さん

　

伊
保
内
小
学
校
と
し
て
の

最
後
の
1
年
は
、
６
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
、
学
校
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
た
。
特
に
、
学
習
発

表
会
で
、
全
校
児
童
全
員
で

「
花
さ
き
山
」
の
発
表
が
出

来
た
こ
と
は
、
強
く
思
い
出

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

し
、
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
伊

保
内
小
学
校
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。　

　

伊
保
内
小
学
校
で
の
思
い

出
を
忘
れ
ず
に
、
身
に
付
け

た
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
、

九
戸
中
学
校
で
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

ま
し
た
。

　

全
校
12
人
で
し
た
が
、
全

校
で
の
交
流
が
多
く
、
ま
た

地
域
の
方
々
を
招
い
て
の
イ

ベ
ン
ト
が
思
い
出
に
残
っ
て

い
ま
す
。
家
族
や
地
域
の
方

に
は
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
と
伝
え
た
い

で
す
。

　

山
根
小
学
校
で
活
動
し
て

き
た
よ
う
に
、
4
月
か
ら
の

中
学
校
で
は
、
執
行
部
に
入

り
、
先
輩
方
と
協
力
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山根小学校
令和 6年度卒業生
田澤 歩

あゆ む

夢さん

身につけた力を次の道で

3 月 12日に戸田小学校で行われた卒業式後の１コマ
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　子どもたちの「日常」と「思い出」

を切り取りました。学校での何気な

い毎日は、真剣に授業に取り組んだ

り、友達と笑い合ったり、どれも大

切な思い出。それぞれの学校に沢山

の思い出が詰まっています。

心からの

ありがとう
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5
つ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

戸田小学校

山根小学校

伊保内小学校

　

3
月
19
日
、
山
根
小
学
校
（
佐

瀬
智
洋
校
長
、
児
童
12
人
）
の
閉

校
式
が
行
わ
れ
、
約
1
1
0
人

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
中
、
佐
瀬
校
長
が
「
こ
れ
か

ら
も
か
け
が
え
の
な
い
財
産
、
山

根
の
宝
物
を
胸
に
、
子
ど
も
た
ち

の
次
の
世
代
、
さ
ら
に
次
の
世
代

へ
繋
い
で
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て

お
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
感
謝
状
贈
呈
や
児
童

に
よ
る
川
柳
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
も

行
わ
れ
、
村
長
率
い
る
代
表
者
と

全
校
児
童
で
除
幕
を
お
こ
な
い
、

最
後
に
は
児
童
が
シ
ャ
ボ
ン
玉
を

飛
ば
し
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
山
根
小
1
5
0
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

1_ 校旗が返納される
様子 2_ 会場にいる出
席者全員で伊保内小学
校の校歌を歌い切りま
した 3_ 閉校記念式典
での記念碑披露 4_ 同
じく式典での児童発表
を見守る保護者や出席
者。お別れのことばや
合唱に涙を流す方もお
られました

　

村
の
雪
も
解
け
は
じ
め
、
少

し
ず
つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
3

月
、
村
内
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校

で
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
、
全

校
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
、

地
域
住
民
、
卒
業
生
な
ど
多
く

の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

九
戸
村
教
育
委
員
会
髙
橋
良

一
教
育
長
は
「
地
域
の
拠
点
で

あ
る
各
小
学
校
の
閉
校
は
地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
誠
に
辛
い
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
各
校
を
守
り

育
て
て
き
た
の
は
地
域
の
皆
様

の
熱
意
と
努
力
の
た
ま
も
の
で

あ
り
、
子
供
た
ち
の
成
長
と
学

校
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
教

職
員
各
位
を
は
じ
め
保
護
者
や

地
域
の
み
な
さ
ま
方
に
深
い
感

　

3
月
20
日
、
1
4
6
年
の
歴

史
を
誇
る
戸
田
小
学
校
（
佐
々
木

伸
也
校
長
、
児
童
29
人
）
の
閉
校

式
が
行
わ
れ
、
約
1
８
４
人
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
佐
々
木
校
長
が
「
稲
作

体
験
、
水
質
環
境
調
査
、
き
の
こ

栽
培
・
収
穫
、
南
部
箒
づ
く
り
、

か
ん
じ
き
体
験
な
ど
、
数
々
の
体

験
は
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
ど
れ

だ
け
楽
し
く
豊
か
な
思
い
出
と
し

て
刻
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
」
と
地
域
や
保
護
者
へ
の
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
は
、
感
謝
状
贈
呈
式

や
、
あ
り
が
と
う
集
会
で
の
児
童

発
表
、
記
念
動
画
を
上
映
し
出
席

者
全
員
で
戸
田
小
の
思
い
出
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

3
月
8
日
、
1
5
0
年
の
歴

史
の
節
目
に
伊
保
内
小
学
校
（
尾

崎
尚
子
校
長
、
児
童
95
人
）
の
閉

校
式
が
行
わ
れ
、
約
2
5
4
人

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
尾
崎
校
長
が
「
伊
保
内

小
学
校
に
関
わ
っ
た
誰
も
の
心
の
中

で
、
輝
き
続
け
て
い
る
伊
保
内
小
。

大
切
な
も
の
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
る
伊
保
内
小
を
い
つ
ま
で
も
心

の
中
で
輝
か
せ
な
が
ら
将
来
の
九
戸

村
、
岩
手
県
、
世
界
で
活
躍
し
て
い

く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
尾
崎

校
長
か
ら
大
久
保
勝
彦
村
長
へ
校
旗

が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。式
の
後
に
は
、

閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
惜
し
ま

れ
な
が
ら
伊
保
内
小
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

謝
と
と
も
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

各
校
の
式
で
は
、
校
長
か
ら

大
久
保
村
長
へ
校
旗
が
返
納
さ

れ
、
そ
の
後
、
出
席
者
全
員
で

校
歌
斉
唱
を
し
、
力
強
い
歌
声

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。　
　

　

式
の
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
感
謝
状
贈
呈
や
記
念
碑
披

露
、
児
童
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
母
校
で
の
思
い
出
を
振
り

返
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
出
席
者

は
惜
別
の
念
を
抱
き
な
が
ら
5

つ
の
小
学
校
の
長
年
に
及
ぶ
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

小
学
校
閉
校
式
・
閉
校
記
念
式
典

1234

1_ 校旗返納 2_ 閉校
記念式典では歴代校
長・歴代 PTA 会長に
感謝状が贈られました
3_ 閉校記念碑除幕式
での記念碑の除幕 4_
同じく除幕式では児童
がシャボン玉を飛ば
し、記念碑と子どもた
ちがキレイなシャボン
玉に包まれました

1_ 校旗返納の様子 2_
ありがとう集会での児
童発表 3_ 同じく集会
の様子。最後に会場に
いる全員がガーベラの
花を持ち「花は咲く」
の合唱をしました 4_
記念碑除幕式。除幕後
は児童たちがクラッ
カーで最後の時を彩り
ました

1234

1234
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長興寺小学校

江刺家小学校

それぞれの思い

　閉校する今、悲しさとわく

わくする気持ちがあります。　

　戸田小学校は、かんじき

体験やきのこ栽培など珍し

い活動がありそれが出来な

くなるのは少し寂しいで

す。でも九戸小学校へ行っ

たら、人数が増えて友達も

たくさんできることが楽し

みです。　

　私が戸田小学校で一番好

きな場所は、たくさんの思

い出がある校庭と体育館で

　長興寺小学校では図書委

員会として活動したことが

思い出に残っています。校

内放送する「本の紹介」で

は感情を込めて紹介し、聞

いた人たちから拍手を貰え

たから「もっと頑張ろう」

と思えました。大好きな担

任の先生は、私のいいとこ

ろを見つけてそれを認めて

くれるので、自分に自信を

つけてくれました。

3
月
19
日
、
1
4
9
年
の
歴
史

を
積
み
重
ね
て
き
た
江
刺
家
小
学

校
（
髙
橋
雄
賢
校
長
、
児
童
29
人
）

の
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
約
1
3
0

人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

髙
橋
校
長
は
「
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
総
合
的
な
学
習
で
は
江
刺
家

神
楽
の
伝
承
活
動
や
稲
作
体
験
な
ど
、

大
き
な
学
び
の
場
と
な
っ
た
。
地
域

や
保
護
者
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
行
事
は
子
ど
も
た
ち
の
心
に
刻
ま

れ
て
い
る
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
出
席
者
全
員
が

見
守
る
な
か
で
の
記
念
碑
除
幕
式
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
思
い
出
を
語

る
会
で
は
江
刺
家
小
児
童
に
よ
る
最

後
の
江
刺
家
神
楽
の
演
舞
が
披
露
さ

れ
、
地
域
の
方
々
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
最
後
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　長興寺小学校が好きだか

ら、閉校すると聞いて不安な

気持ちになったけど、最後の

1 年は統合に向けて挨拶や授

業での挙手を積極的にする

など自分なりに頑張りまし

た。学校同士の交流会でも、

新しい友達が出来て、九戸小

学校へ行くことが楽しみに

なったし、春からは最高学年

として学校を引っ張ってい

きたいと思います。

新 5 年生（戸田小出身）

小宮 芽
め い

唯さん

たくさんの思い出が
詰まった場所

す。「ぐんぐんタイム」とい

う体力作りの時間に、マラ

ソンや縄跳びを頑張りまし

た。他にも、全校や縦割り

班で遊んだ事もあります。

学年関係なく仲良く遊べる

ところが好きでした。最後

の日まで、校庭と体育館で

思いっきり遊びたいです。

　4 月からは高学年として

新しい学校のみんなを引っ

張っていけるように頑張り

ます。

新 6 年生（長興寺小出身）

小田野 奏
か な と

人さん

自信を付けてくれた
長興寺小

　

３
月
18
日
、
１
４
９
年
の
歴
史

の
長
興
寺
小
学
校
（
女
鹿
芳
文
校

長
、
児
童
３
０
人
）
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
、
約
１
７
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

女
鹿
校
長
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
な
ら
惜
し
み
な
く
力
を
貸

し
て
い
た
だ
け
る
地
域
に
感
謝
。

歴
史
や
学
び
が
受
け
継
が
れ
、
新

た
な
希
望
に
み
ち
た
未
来
と
な
る

こ
と
を
か
た
く
信
じ
て
い
る
」
と

涙
ぐ
み
な
が
ら
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

式
後
に
行
わ
れ
た
感
謝
と
旅
立

ち
の
会
で
は
、
動
画
を
鑑
賞
し
出

席
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、

政
實
剣
舞
を
披
露
す
る
な
ど
し
て

出
席
者
を
楽
し
ま
せ
、
最
後
に
は

出
席
者
全
員
で
集
合
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

1_ 女鹿校長から大久
保村長へ校旗が返納さ
れました 2_ これまで
の思い出を懐かしむ卒
業生 3_ 感謝と旅立ち
の会。歴代の校長先生
や PTA 会長に児童が
インタビューし、当時
の思い出を振り返って
もらいました 4_ 全員
での記念撮影

1_ 校旗返納の様子 2_
最後の校歌を元気に歌
い、体育館いっぱいに
歌声が響き渡りました
3_ 閉校記念碑除幕式、
代表の方々で除幕をし
ました 4_ 思い出を語
る会では地域の方々へ
感謝を込めて全校で江
刺家神楽の演舞を披露
しました

1234

1234
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各
校
の
閉
校
式
に
際
し
て
髙
橋
良
一

教
育
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
こ
の
統
合
は
、
児
童
数
が
減
少
す
る

な
か
で
、
子
供
た
ち
に
よ
り
よ
い
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
新
し
い

九
戸
小
学
校
で
、
多
く
の
新
し
い
友
人

と
出
会
い
、
豊
か
な
情
操
、
深
い
知
識
、

教
養
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
培
わ

れ
た
郷
土
愛
を
、
大
い
に
い
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」。

　

現
代
社
会
を
取
り
巻
く
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
問
題
は
こ
こ
九
戸
村
で
も

例
外
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
学
習
環
境
と

は
何
か
、
地
域
と
ど
う
繋
が
り
を
持
ち

続
け
て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
、
地
域
か
ら

愛
さ
れ
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
た
戸
田
小
学
校
・
山
根
小
学

　いよいよ 4 月から、統合

校「九戸小学校」がスター

トします。この統合に至る

まで本当に長い年月と紆余

曲折がありました。私は今

回、そして 1 度目の統合に

　５つの小学校（戸田小・

山根小・伊保内小・長興寺

小・江刺家小）それぞれの

沿革を辿りますと、それぞ

れの歴史を紡いできたこと

が分かります。その歴史が

小学校閉校によって、全て

がゼロになるわけではあり

ません。５つの小学校で培

われてきた力を基盤（ベー

ス）としながら、より一

層【高め合う　関わり合う　

鍛え合う】児童になって欲

しいという強い思いから、

これら三つの言葉を九戸小

学校の教育目標と致しまし

た。今までの少人数・複式

学級ではなかなか叶わなか

った姿を体現できると考え

ました。児童一人一人が大

切に認められ、生き生きと

活動し、笑顔が弾ける県内

一の学校となりますことを

願っております。

伊保内小学校 PTA 会長

吉田 一幸さん

子どもたちが新たに
作り上げる歴史

委員として関わってきまし

た。前回は大変残念でした

が、やはりあの時から各学

校の状況と村の子どもたち

の未来を考えれば統合は急

務でしたし、多数の保護者

の願いでもありました。何

より 1 番は九戸村の子ども

一人ひとりが沢山のクラス

メイトと共に学び、遊び、

社会性を育んでいくことが

大事だと思います。

　各小学校が今まで作り上

げてきた歴史が終わってし

まうのは残念ですが、これ

から新たに子どもたちが新

しい歴史を作っていってく

れますので、各地区の皆さ

まはこれまでと変わらずに

九戸村統合準備委員会

委員長　髙橋 雄賢さん
（元江刺家小学校校長）

各小学校閉校、そして

統合校「九戸小学校」へ

子どもたちの成長を見守

り、活動等へのご協力をお

願いいたします。

　4 月からの開校となり、日

程が限られているため完璧

なスタートは切れないかと

思いますし、開校してから

も様々課題等も出てくるか

と思います。PTA も同様で、

ほぼ 1 からのスタートとな

り、数年かけて作り上げて

いくことになると思います。

いずれにせよ、子ども・保

護者・先生・地域の方と力

を合わせて、1 つずつ作り上

げていけたらと思います。統

合に携わった者として、また、

1 人の親として、九戸小学校

をよろしくお願いします。

それぞれの思い

閉
校
の
先
に

校
・
伊
保
内
小
学
校
・
長
興
寺
小
学
校
・

江
刺
家
小
学
校
。
そ
の
5
つ
の
小
学
校

が
閉
校
す
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
や
地

域
住
民
に
と
っ
て
、
と
て
も
寂
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
小
学
校
で
共

に
過
ご
し
た
思
い
出
は
、
皆
さ
ん
の
心

に
い
つ
ま
で
も
残
り
続
け
て
い
ま
す
。　
　
　

　

統
合
に
向
け
て
行
わ
れ
た
、
村
内
5
校

全
校
が
一
堂
に
会
し
歌
っ
た
「
九
戸
小
学

校
校
歌
を
歌
う
会
」。
九
戸
小
学
校
の
最

初
の
1
ペ
ー
ジ
を
刻
む
児
童
ら
に
よ
る
斉

唱
は
、
初
め
て
合
わ
せ
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
圧
巻
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
各
小
学
校
の
伝
統
や
精
神
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

5
校
の
閉
校
の
先
に
は
九
戸
小
学
校

の
歴
史
の
始
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
5
つ

の
思
い
が
引
き
継
が
れ
、
九
戸
小
学
校

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
作
り
、
大
き
く

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
明

る
い
未
来
に
向
か
っ
て
。

2 月 25日伊保内小学校体育館で行われた「九戸小学校校歌を歌う会」
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■
は
じ
め
に

　

本
村
は
、
三
ヵ
村
が
合
併
し
て
令

和
７
年
度
で
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

４
月
に
は
村
内
５
つ
の
小
学
校
が

統
合
さ
れ
、
九
戸
村
立
九
戸
小
学
校

が
開
校
と
な
り
、
村
の
教
育
環
境
を

は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
姿
が
大
き

く
変
化
す
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
新
た
な
時
代
に
つ
な
ぐ

節
目
の
年
度
と
し
て
、
村
政
を
進
め

て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
村
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、
支
え
る
側
の
生
産
年

齢
人
口
は
減
少
し
、
支
え
ら
れ
る
側

が
増
加
し
て
お
り
、
村
の
様
々
な
事

業
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
必
要

な
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
参

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
の
現

状
把
握
と
将
来
の
見
通
し
な
ど
の
調

査
・
分
析
を
行
い
、
行
政
の
み
な
ら

ず
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
計
画
性

を
も
っ
た
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
第
1
回
村
議
会
定
例
会
は
3
月
３
日
か
ら
3
月
14
日
ま
で
の
10
日
間
、
議

会
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
久
保
勝
彦
村
長
は
、
村
づ
く
り
全
般
に

わ
た
る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

村
長
の
施
政
方
針
演
述
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

議場での大久保村長

総合発展計画を推進し、
　　夢と希望のある九戸村へ

令
和
７
年
度
施
政
方
針
演
述

対
話
と
信
頼
・
納
得
と
共
感
の
村
づ
く
り

　

令
和
７
年
度
は
、
小
学
校
統
合
後

に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
再
編
に
向

け
た
教
育
環
境
の
整
備
や
子
育
て
支

援
、
保
健
福
祉
施
策
の
充
実
、
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
な
ど
、

村
政
課
題
の
優
先
順
位
を
整
理
し
な

が
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
迅
速
か

つ
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❶
「
交
流
・
発
信
」

・「
市
日
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り
事
業
」
や

「
集
客
促
進
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
関

係
人
口
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

・「
地
球
の
し
ご
と
大
學
九
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
」
で
は
、
年
間
14
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
村
内
外
か
ら
延

べ
138
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
農
業
・

林
業
体
験
な
ど
九
戸
村
の
魅
力
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度

も
、
九
戸
村
商
工
会
を
は
じ
め
各
種

団
体
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
集
客
・
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
し
て
は
令

和
３
年
度
か
ら
募
集
を
行
っ
て
お
り
、

13 12

現
在
12
名
の
隊
員
が
所
属
し
て
お
り

ま
す
。
新
年
度
に
お
い
て
も
協
力
隊

の
募
集
を
実
施
し
て
お
り
、
新
た
な

協
力
隊
員
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
九
戸
村
の
情
報
発
信
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
伝
統
工
芸
や
食
文
化

の
伝
承
・
普
及
な
ど
、
村
内
の
活
性

化
に
向
け
、
活
発
な
活
動
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

な
な
か
で
、
甘
茶
事
業
部
門
で
は
、

岩
手
県
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
論
文
で
「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
防
止
効
果
が
あ
る
」
と
の
検

証
デ
ー
タ
が
、
発
表
さ
れ
た
令
和
５

年
９
月
以
降
は
、
取
引
注
文
が
多
く

あ
り
、
注
文
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
買
い

入
れ
価
格
の
引
き
上
げ
や
、
生
産
技

術
指
導
継
続
実
施
に
よ
り
生
産
面
積

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
総
合
公
社
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

経
営
戦
略
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
経
営
人
材
の
確
保
・
育
成

に
努
め
、
経
営
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

お
け
る
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
農
地

利
用
の
目
標
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
地

域
計
画
」
を
令
和
６
年
度
３
月
に
策

定
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
・
育

成
や
農
地
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る

べ
く
村
と
し
て
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

・
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
は

令
和
７
年
度
に
独
立
化
を
進
め
、
従

来
の
担
い
手
育
成
を
軸
と
し
な
が

ら
、
現
在
の
九
戸
村
の
農
業
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
組
織
体
制
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

・
持
続
可
能
な
農
業
基
盤
の
整
備
の

た
め
、
国
県
の
事
業
導
入
や
村
単
独

基
盤
整
備
事
業
を
継
続
し
、
農
業
の

生
産
力
強
化
や
農
村
地
域
の
維
持
・

保
全
を
、
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、「
経
営
支

援
対
策
事
業
助
成
金
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
価
格
高
騰
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
畜
産
農
家

の
安
定
し
た
経
営
体
質
の
造
成
を
推

進
す
る
べ
く
、
粗
飼
料
自
給
率
を
高

め
る
た
め
の
草
地
更
新
助
成
や
、
自

給
飼
料
の
ラ
ッ
プ
ビ
ニ
ー
ル
の
廃
棄

費
用
に
対
す
る
助
成
と
い
っ
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

・
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林
経
営

管
理
制
度
に
基
づ
く
森
林
整
備
に
加

え
、
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
自
伐
型
林
業
の
推
進
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
と
し
た
環
境
保

全
型
の
森
林
整
備
の
普
及
啓
発
を
継
続

し
て
図
る
と
共
に
、協
力
隊
卒
業
後
は
、

本
村
に
お
い
て
自
伐
型
林
業
経
営
体
と

し
て
定
着
・
定
住
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・「
木
の
駅
」
に
お
い
て
は
、
村
内
の

私
有
林
の
整
備
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
繋
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
取

り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
環
境
保

全
型
の
美
し
い
森
林
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

・
高
齢
世
帯
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

や
、
ま
さ
ざ
ね
ク
ー
ポ
ン
配
付
事
業
、

農
林
商
工
業
者
の
燃
油
高
騰
対
策
助
成

事
業
、
農
林
商
工
業
者
の
経
営
改
善
助

成
事
業
な
ど
、
地
場
産
業
の
振
興
に
向

け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

❸
「
住
宅
・
環
境
」

・
村
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
入
居
希
望

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
入
居
要

件
の
見
直
し
や
、
目
的
外
使
用
許
可
に

係
る
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

▲木工女子部でも活動している
協力隊OG上野さん㊥と福島
さん㊨

NINES　PROJECT 令和 7 年度施政方針

❷
「
産
業
雇
用
」

・
オ
ド
デ
館
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
以
降
、
順
調
な
売
り
上
げ
を
記

録
し
て
い
ま
す
が
、
物
価
高
騰
の
影

響
等
を
受
け
ま
し
て
、
実
質
的
な
利

益
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
レ
ス

ト
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
も
集
客
数
は
戻
ら
ず
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
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子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

・
保
育
園
に
つ
い
て
は
村
内
の
園
児
の

減
少
や
保
育
体
制
の
見
直
し
の
た
め
、

令
和
７
年
度
か
ら
戸
田
保
育
園
を
休

園
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
に
お
い
て

も
村
内
の
園
児
の
状
況
や
保
育
体
制

を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
な
保
育
園

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

・
妊
娠
検
査
へ
の
助
成
や
、
出
産
子

育
て
応
援
給
付
金
と
あ
わ
せ
た
伴
走

型
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

出
産
時
や
子
育
て
に
対
す
る
不
安
等

の
解
消
と
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
県
立
伊
保
内
高
校
の
存
続
に
向
け
て

は
、
令
和
６
年
度
に
33
名
が
入
学
し
、

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
岩
手
県
が

募
集
停
止
の
基
準
と
し
て
い
る
20
名

を
超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、「
地
域
み

ら
い
留
学
」
に
よ
る
入
学
希
望
者
も

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
お

い
て
も
制
服
代
の
全
額
助
成
、
通
学

バ
ス
助
成
、
郷
土
芸
能
委
員
会
な
ど

の
課
外
活
動
支
援
、「
伊
高
む
ら
お
こ

・
環
境
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
九
戸

村
環
境
美
化
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
創
造
及

び
循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

・
通
年
で
回
収
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
促
進
を
図
り
、
分

別
へ
の
意
識
の
向
上
と
「
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
３

Ｒ
運
動
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

・
ご
み
の
総
重
量
の
約
４
割
を
占
め
る

生
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
、
生
ご
み
電

動
処
理
機
と
コ
ン
ポ
ス
ト
へ
の
助
成
制

度
を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

❹
「
子
育
て
・
教
育
」

・「
九
戸
村
の
未
来
に
つ
な
ぐ
基
本
条
例
」

の
趣
旨
に
基
づ
き
、「
未
来
結
び
祝
い
金
」

や
「
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
祝
い
金
」
と

い
っ
た
各
種
祝
金
の
ほ
か
、
出
産
費
用

助
成
、
医
療
費
助
成
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
の
実
施
を
継
続
、
村
独
自
の
九

戸
村
こ
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
、
支
給

時
期
を
「
保
育
園
卒
園
時
」、「
小
学
校

卒
業
時
」、「
中
学
校
卒
業
時
」
の
計
３

回
に
変
更
す
る
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い

し
会
社
」
の
活
動
支
援
と
い
っ
た
伊
保

内
高
校
の
魅
力
化
事
業
を
推
進
し
、
入

学
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

❺
「
保
健
・
福
祉
」

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
有
料
個
別
接
種
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
と
同
様
の
接
種
助
成
を
実
施

し
て
お
り
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
国

の
施
策
に
応
じ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

を
行
い
、
接
種
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

・
乳
が
ん
な
ど
の
女
性
検
診
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
か
ら
は
受
診
機
会
を
毎
年

に
変
更
し
、
さ
ら
に
検
診
個
人
負
担
金

の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

・
地
域
保
健
医
療
の
確
保
対
策
と
し
て

は
、
九
戸
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
常
勤

医
の
維
持
及
び
増
員
、
専
門
医
の
定
期

派
遣
の
拡
充
、
病
床
復
活
等
を
引
き
続

き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

・
認
知
症
等
の
通
院
に
つ
い
て
は
、
県

立
一
戸
病
院
へ
の
通
院
の
需
要
も
多
い

こ
と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

・「
福
祉
事
務
所
未
設
置
町
村
に
よ
る
相

談
事
業
」
と
し
て
、
相
談
支
援
事
業
を

実
施
し
日
常
生
活
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ご
近
所
す
け
っ
隊
」

の
活
動
や
地
域
サ
ロ
ン
運
営
に
向
け
、

活
動
拠
点
で
あ
る
「
ほ
ず
の
い
え
」
を

中
心
に
、
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

・
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
「
つ
く

し
相
談
支
援
事
業
所
」
に
相
談
事
業
を

委
託
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
同
事
業
所
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
お

り
、
今
後
も
こ
れ
を
継
続
し
ま
す
。

・
村
内
循
環
バ
ス
の
大
半
を
廃
止
し
導

入
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

❻
「
安
全
・
安
心
」

・
防
災
情
報
の
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、

希
望
す
る
家
庭
に
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
を
貸
与
す
る
こ
と
を
継
続
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
防
災
情
報
一
斉
送
信
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
併
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
消
防
団
の
団
員
確
保
と
待
遇
改
善
の

た
め
、
令
和
５
年
度
に
引
き
上
げ
た
団

員
報
酬
及
び
出
動
報
酬
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
継
続
す
る
と
と
も
に
、
消
防

車
両
等
の
消
防
資
機
材
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
時
期
に
更
新
し
、
防
災
力
の
強

化
、
維
持
に
努
め
ま
す
。

・
消
防
団
員
を
対
象
と
し
て
、
大
型
重

機
の
運
転
免
許
や
操
縦
資
格
に
対
す
る

助
成
制
度
の
新
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

・
交
通
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
や
各
種
安
全
対
策

を
講
じ
て
お
り
、
今
後
も
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
と
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

・
村
内
の
一
般
家
庭
住
宅
を
対
象
と
し

た
家
庭
用
の
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
の
新
設
を
検
討

し
ま
す
。

❼
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」

・
令
和
７
年
度
の
村
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
改
良
舗
装
工
事
４
路
線
、
舗
装

修
繕
工
事
１
路
線
、
法
面
工
事
２
路

線
、
橋
梁
整
備
と
し
ま
し
て
、
補
修

工
事
２
橋
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
村
道
維
持
工
事
に
つ
い
て
は
、
舗
装

面
の
段
差
解
消
工
事
、
側
溝
等
排
水

施
設
の
修
繕
工
事
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
等
の
安
全
施
設
設
置
工
事
を
行
う

な
ど
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

・
下
水
道
事
業
等
に
つ
い
て
は
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
九
戸
村
下
水
道
事

業
と
し
て
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行

し
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
「
九
戸

村
下
水
道
経
営
戦
略
」
の
見
直
し
を

実
施
し
ま
す
。

・
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
「
九
戸
村

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基

づ
き
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度

に
か
け
て
、
修
繕
及
び
更
新
工
事
を
計

画
的
に
実
施
す
る
方
針
で
す
。

・
下
水
道
処
理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
し
、

国
・
県
補
助
金
に
村
単
独
費
を
嵩
上
げ

し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

・
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
九
戸
村

上
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、

施
設
設
備
等
を
計
画
的
に
修
繕
・
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

・
宇
堂
口
水
源
の
水
質
対
策
と
し
て
、

膜
ろ
過
施
設
整
備
工
事
に
令
和
６
年
度

着
手
し
、
令
和
７
年
度
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。

・
水
道
未
普
及
地
域
対
策
に
つ
い
て
は
、

工
事
等
に
対
す
る
村
の
補
助
金
制
度
の

随
時
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
良
質
な
飲

料
水
確
保
に
努
め
ま
す
。

❽
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

・
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
た
事
業
の
ほ
か
、
概
ね
10
年

以
内
の
継
続
事
業
及
び
地
域
の
負
担
に

備
え
た
基
金
積
み
立
て
な
ど
に
活
用
で

き
る
「
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」
を
創

設
し
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を
、
今

後
も
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

は
、
村
民
へ
の
周
知
を
図
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
進
展
に
向
け

た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

❾
「
住
民
協
働
・
行
政
改
革
」

・「
移
動
村
長
室
」
と
称
し
た
懇
談
の

場
を
設
け
、
行
政
と
し
て
対
応
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
行
政

運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

▲令和６年５月から運行を開始したAI
デマンド交通「まさざねGO」

▲令和 6年度は村内 6カ所で移動村長室を
開催

・
役
場
業
務
の
推
進
に
当
た
っ
て
は

民
間
企
業
の
研
修
も
取
り
入
れ
、
住

民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
九
戸
村

役
場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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年
の
第
３
四
半
期
に
は
、
国
に
対
し
て

補
助
事
業
の
認
定
申
請
・
交
付
申
請
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
九
戸
小
学
校
が
開
校
し
た
後
は
、

小
中
学
校
の
再
編
が
教
育
委
員
会
の

「
一
丁
目
一
番
地
」
の
行
政
課
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
指
針

の
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❸
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教

育
機
能
の
充
実

　

一
人
ひ
と
り
の
生
活
や
学
習
上
の
困

難
を
改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
、
特
別

支
援
教
育
支
援
員
の
適
切
な
配
置
を
進

め
る
と
と
も
に
資
質
向
上
を
図
り
、
教

育
相
談
体
制
と
支
援
体
制
の
充
実
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
不
適
応
児
童
の
学
び

を
確
保
す
る
た
め
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
検
討
し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
教
育
の
具
現
化
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
他
市
町
村
の
特
別
支
援
学
校
に

通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
お
い
て
、

村
内
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
必
要
な
支
援
が
届
け
ら
れ
て
い

な
い
可
能
性
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

❹
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進

　

九
戸
小
学
校
と
九
戸
中
学
校
に
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
と
学
校
を
結
び
付
け
、

地
域
と
学
校
が
協
働
し
て
子
ど
も
達
の

９
年
間
の
成
長
を
見
守
り
支
え
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学

校
の
学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
を
充

実
さ
せ
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
が
積

極
的
に
学
校
運
営
に
参
画
し
な
が
ら
課

題
の
解
決
に
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く

「
地
域
と
学
校
の
協
働
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

❺
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

　
　

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
学
び
の
場
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

女
性
教
室
に
関
し
て
は
、
参
加
者
の

固
定
化
の
解
消
と
男
女
協
働
参
画
の
観

点
か
ら
、
こ
れ
を
生
涯
学
習
ア
カ
デ

ミ
ー
と
統
合
し
て
一
つ
の
事
業
と
し
、

村
民
の
学
習
意
欲
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

九
曜
塾
に
関
し
て
は
、
貴
重
な
体
験

活
動
の
場
で
あ
り
、
世
代
間
交
流
の
貴

重
な
機
会
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
自
由
な
発
想
で
多
様
な
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❻
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
の
継
承

と
振
興

　
　

昨
年
度
は
、「
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
」

の
文
化
財
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。　

こ
の

指
定
を
受
け
ま
し
て
、
令
和
７
年
度
に

は
「
保
存
計
画
策
定
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
保
存
活
用

計
画
の
策
定
に
向
け
た
作
業
に
入
っ
て

お
り
遺
跡
へ
の
進
入
路
や
管
理
用
道
路

な
ど
将
来
の
管
理
計
画
に
活
用
す
る
た

め
、
指
定
地
を
含
ん
だ
周
辺
の
地
形
測

量
を
実
施
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
村
や
県
指
定
の
史
跡
、

天
然
記
念
物
や
、
有
形
・
無
形
文
化
財

の
継
承
、
そ
の
中
で
も
特
に
神
楽
を
は

じ
め
と
す
る
郷
土
芸
能
は
、
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
宝
で
あ
り
ま

す
か
ら
郷
土
芸
能
保
存
団
体
の
発
表
機

会
の
提
供
と
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い

く
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
編
纂
作
業

を
再
開
し
て
資
料
の
収
集
や
整
理
を
進

め
て
き
ま
し
た
「
九
戸
村
史
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
準
備
を
整
え
早
期
の
発
刊

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
振
興
に
関
し
て
、
本

村
は
村
政
施
行
７
０
周
年
を
記
念
し

て
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
東
京
多
摩

 

村
議
会
定
例
会
で
、
髙
橋
良よ
し
か
ず一
教
育

長
が
令
和
７
年
度
の
教
育
行
政
推
進
の

基
本
的
な
考
え
と
施
策
の
大
要
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

交
響
楽
団
の
演
奏
会
を
誘
致
す
る
計
画

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
川
向
自
治

会
が
長
年
行
っ
て
き
た
「
お
寺
寄
席
」

が
記
念
す
べ
き
２
０
回
目
と
な
る
こ
と

か
ら
、
広
く
村
民
の
皆
さ
ま
に
日
本
古

来
の
大
衆
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❼
部
活
動
の
地
域
移
行
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
将
来
の
地
域
の
受

け
皿
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、「
九
戸
村
部
活
動
地
域
移
行
推

進
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
委
員
会
を
中
心
に
将
来
の
地
域
部

活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
閉
校
と
な
る
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
面
、

教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
こ
と
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
九
戸
中
学
校

の
部
活
動
、
村
内
競
技
団
体
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲遺跡国史跡指定記念「黒山の昔穴遺跡・
関連遺跡」展

▲統合へ向けて九戸小学校校歌を歌う会
を行いました

ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
高
12
年
間
の
学
び
を
保

障
す
る
た
め
の
見
通
し
を
持
っ
た
「
小

中
高
連
携
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
授

業
改
善
プ
ラ
ン
の
実
践
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

研
修
を
進
め
、
子
ど
も
の
「
学
ぶ
力
」

と
と
も
に
、
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上

に
も
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
就
学
前
の

保
育
園
段
階
に
お
い
て
、
小
学
校
以
降

の
学
校
教
育
に
つ
な
が
る
よ
う
幼
・
保
・

小
の
滑
ら
か
な
接
続
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

❷
持
続
可
能
で
良
質
な
教
育
環
境
の
整
備

　

い
よ
い
よ
４
月
に
、
５
つ
の
小
学
校

が
統
合
し
た「
九
戸
村
立
九
戸
小
学
校
」

の
開
校
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
で
「
持
続
可
能
で
良
質
な
教
育

環
境
の
整
備
に
関
す
る
指
針
」
に
掲
げ

た
、
一
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
も
う
一
つ
の
目
標
で
あ

る
「
小
中
学
校
の
再
編
」
に
つ
い
て
、

本
格
的
に
進
め
て
い
く
段
階
に
移
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
あ
ら
た

め
て
「
小
中
一
貫
校
」
と
「
義
務
教
育

学
校
」
と
い
う
２
つ
の
教
育
環
境
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、
早

期
に
再
編
構
想
案
を
ま
と
め
、
地
域
へ

の
説
明
に
新
年
度
の
早
い
段
階
で
入
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

指
針
で
目
途
と
し
て
示
し
た
令
和
11

年
４
月
の
開
校
と
し
た
場
合
、
令
和
８

NINES　PROJECT 令和 7 年度施政方針

令
和
７
年
度
教
育
行
政
施
政
方
針
演
述

九
戸
村
教
育
長　

髙
橋　

良
一

❶
生
き
る
力
の
育
成
と
質
の
高
い
教
育

の
推
進

　

国
で
は
「
学
力
」
を
「
①
知
識
及
び

技
能
」「
②
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」「
③
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
」
の
三
つ
の
資
質
・
能
力
と
し
て

い
ま
す
。

　

九
戸
小
学
校
の
開
校
を
機
に
、
こ
れ

ま
で
の
一
斉
授
業
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が「
主
体
的
に
」学
び
、「
協

働
」
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
深
く
学
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
具
体
的
な
取
り
組

み
を
現
場
の
先
生
方
と
の
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
積
極
的
に
導
入
し
て
ま
い
り
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令　和
7 年度 当初予算 50 億 892 万円

一般会計当初予算額

　令和 7 年度の一般会計当初予算は、昨年
度当初予算を 2 億 9,450 万円（6.2％）上回る、
50 億 892 万円となりました。また、一般
会計に特別会計や公営企業会計を加えた
総予算は 62 億 2,892 万円で、昨年度より 4
億 95 万円（6.9％）増加しました。

一般会計 ●予算額 ……………… 988,928円
　　　　　　　　　　　　（前年度904,879円）

●借金（村債）残高……1,024,880円
　　　　　　　　　　　（前年度1,052,100円）
※数値は一般会計。人口は 5,065 人（令和 7年
３月１日現在住民基本台帳人口）、村債は令和 7
年度末残高見込みで計算。

村民一人当たりに換算

前年度比 6.2％増

　一般会計予算の歳入では、地方交付税が
24億4,109万円で全体の48.7％（昨年度比1.2
㌽増）を占めてトップ。次いで繰入金、村税、
村債と続きます。
　自主財源は、昨年度を 3 億 9,234 万円

（40.2％）上回る13 億 6,822 万円。村税は
2,298 万円（0.5％）増となりました。依存財源は、
前年度より9,784 万円（2.6%）減少しました。

歳　出

交付税が全体の 49％歳　入

総務費 29％でトップ

　歳出を性質別に見ると、人件費や公債
費、扶助費を合わせた義務的経費が前年度
より 4.7％増の 20 億 1,777 万円。これにそ
の他の経費を加えた一般行政経費は 42 億
4,401 万円となり、前年度より 8.0％増加し
ました。投資的経費は前年度より 2,108 万
円少ない、7 億 6,491 万円となりました。
　目的別では、総務費（住民サービスや
一般事務経費）が 14 億 6,984 万円となり、
全体の 29.3％でトップ。次いで、民生費（福
祉対策や保育園などの経費）が 9 億 3,133
万円（全体の 18.6％）、土木費（道路や住宅、
公共施設の整備などの経費）が 7 億 3,686
万円（全体の 14.7％）などとなっています。

歳入総額
50億
892万円

地方交付税
24億4,109万円
（48.7％）

諸収入
1億4,474万円
（2.9％）

使用料及び
手数料
6,574万円
（1.3％）

村税
5億859万円
（10.2％）

6,574万円

その他
4,401万円
（0.9％）

村債
3億9,480万円
（7.9％）

国庫支出金
3億8,632万円
（7.7％）

県支出金
2億3,342万円
（4.7％）

地方消費税交付金
1億584万円
（2.1％）

地方譲与税
6,512万円（1.3％）

その他
1,412万円（0.3％）

自主財源
27.3％

依存財源
72.7％

歳　入

4,401万4,401万4,401万4,401万4,401万4,401万

繰入金
6億514万円
（12.1％）
6億514万円
（12.1％）

※端数処理をしているため、合計額と一致しない場合があります。

人件費
10億1197万円
（20.2％）

公債費
5億3,687万円
（10.7％）

扶助費
4億6,893万円
（9.4％）

義
務
的
経
費

40.3％

投資的経費
15.3％

そ
の
他
の
経
費

44
.4
％

普通建設事業費
7億6,491万円
（15.3％）

物件費
9億4,384万円
（18.8％）

補助費
7億987万円
（14.2％）

繰出金
5億1,438万円
（10.3％）

その他
5,814万円
（1.2％）

歳出総額
50億
892万円

性質別歳出

会　計　名 令和7年度 令和6年度 伸び率

一　般　会　計 50億892万円 47億1,442万円 6.2%↗

　
特
　
別
　
会
　
計
　

国民健康保険 7億5,689万円 6億7,275万円 12.5%↗

後期高齢者医療 8,523万円 8,101万円 5.2%↗

索 道 事 業 1,600万円 1,636万円 2.2%↘
戸 田 財 産 区 694万円 577万円 11.2%↗

伊保内財産区 624万円 703万円 11.2%↘
江刺家財産区 484万円 497万円 14.3%↘

水　道　事　業 1億4,130万円 1億4,932万円 5.4%↘
下 水 道 事 業 2億256万円 1億7,634万円 14.9%↗

合 　 　 計 62億2,892万円 58億2,797万円 6.9%↗

主要施策【一般会計】

事業名 事業内容 予算額
（万円）

村道新設改良事業 村道の改良舗装工事など 27,145

橋梁長寿命化修繕事業 橋梁長寿命化補修工事など 11,006

農業生産基盤整備事業 農業の生産基盤となる圃場、水路
などの整備に対する補助 1,309

集落生活基盤環境整備事業
地域や複数の受益者で維持管理して
いる道路や水路の生活基盤施設等の
整備

5,000

消防団準中型自動車免許等取得費
補助事業

消防団員の準中型自動車免許等の取
得を助成する 208

地域農業計画支援事業 花卉や野菜、葉たばこ等に対する作
業機や新植苗等に対する補助 2,563

デマンド交通運行事業 デマンド交通を導入し地域公共交通
を整備する 2,761

地域おこし事業 地域おこし協力隊活動や地域おこし
派遣元企業に対する負担金 7,250

各会計別の予算と伸び率

一般会計予算の推移

※28年度、令和２年度、令和6年度は骨格予算

4

5

3

27

28

H30

29

元

2

10 億 20 億 60 億50 億40 億30 億0

38 億 6,820 万円

38億 1,960 万円

43億 9,860 万円

36億 4,630 万円

40億 1,191 万円

39億 3,268 万円

54億 2,979 万円

50億 4,720 万円

50億 3,703 万円

（円）

6 47 億 1,442 万円

50億 892 万円R7

歳出総額
50億
892万円

総務費
14億6,984万円
（29.3％）

土木費
7億3,686万円
（14.7％）

民生費
9億3,133万円
（18.6％）

公債費
5億3,687万円
（10.7％）

教育費
3億7,554万円
（7.5％）

農林水産業費
3億4,747万円
（6.9％）

消防費
２億7,256万円
（5.4％）

衛生費
2億672万円
（4.1％）

商工費
7,677万円
（1.5％）

予備費
500万円
（0.1％）

議会費
4,996万円（1.0％）

目的別歳出

水道事業・下水道事業会計予算の内訳

会計名
収益的収入と支出

（１年間の損益取引）
資本的収入と支出

（投下資本の増減に関する取引） 備考
収入 支出 収入 支出

水道事業会計 １億 4,130 万円 １億 4,130 万円 1,393 万円 5,282 万円
資本的収入が資本的支出に対し不足す
る額 3,889 万円は当年度分損益勘定
留保資金等で補てんします。

下水道事業会計 3 億 964 万円 2 億 256 万円 3,081 万円 １億 3,371 万円
資本的収入が資本的支出に対し不足
する額 1 億 290 万円は当年度分損益
勘定留保資金等で補てんします。
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KUNOHE'S　TOPICS　 KUNOHE'S　TOPICS　 

見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

山
根
小
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
感
謝
の
会

3
月
18
日
、
山
根
小
学
校
で

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
感
謝
の
会
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
児

童
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
れ

た
田
澤
忠
雄
さ
ん
、
川
戸
茂
男

さ
ん
、
舘
孝
一
さ
ん
、
山
本

正
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。　

舘
朝あ
さ
ひ陽
さ
ん
は
「
暑
く
て

も
寒
く
て
も
、
み
ん
な
の
安

全
を
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
安
心
し

て
登
校
で
き
ま
し
た
」
と
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
と

囲
む
児
童
た
ち

バ
レ
ー
県
中
学
生
選
手
権

九
戸
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
優
勝

　

3
月
15
日
か
ら
16
日
の
2

日
間
、
花
巻
市
総
合
体
育
館

で
岩
手
県
中
学
生
選
手
権
が

開
催
さ
れ
、
二
戸
地
区
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
九
戸
中
学
校

男
子
バ
レ
ー
部
と
女
子
バ

レ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
１
回
戦
を
勝
ち
進

ん
だ
男
子
バ
レ
ー
部
は
2
回

戦
で
惜
し
く
も
敗
退
。

　

女
子
バ
レ
ー
部
は
、
1
日

目
で
1
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
な

㊤優勝を手にした女子バレー部㊦作戦を
練る男子バレー部

い
強
さ
で
2
回
戦
ま
で
勝
ち

進
み
、
2
日
目
も
順
当
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
で
は
粘
り
強

い
プ
レ
ー
を
見
せ
、
み
ご
と

初
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
崎
美み
な
み波

さ
ん
は
、「
こ
の
優
勝
は
沢
山

の
人
の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
が

あ
っ
て
の
も
の
で
す
。
ま
だ

ま
だ
課
題
は
あ
る
の
で
、
さ

ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
嬉
し
さ
を
滲
ま
せ
ま
し
た
。

い
わ
て
県
北
ク
リ
ー
ン
（
株
）
が
実
施

家
庭
ご
み
受
入
無
料
大
感
謝
祭
が
大
盛
況

持
ち
込
ま
れ
た
大
型
ゴ
ミ

　

３
月
17
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
、
い
わ
て
県
北
ク
リ
ー

ン
株
式
会
社
が
、
村
民
を
対

象
に
大
型
家
庭
ご
み
の
無
料

受
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
に
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
を
有
す
る
同
社

が
、
地
元
へ
の
感
謝
を
込
め

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
６
日
間
で
7
3
2
台

の
持
ち
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
は
「
困
っ
て
い

た
の
で
助
か
る
」「
村
内
に
こ

う
い
っ
た
施
設
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

（
株
）
九
戸
村
総
合
公
社

事
業
化
育
成
資
金
の
認
定
を
受
け
る

　

2
月
26
日
、
盛
岡
市
産
学
官

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
で
第
22
回

リ
エ
ゾ
ン
―
I
研
究
開
発
事
業

育
成
資
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

リ
エ
ゾ
ン
―
I
（
い
わ
て
産

学
連
携
推
進
協
議
会
）
と
は
、

大
学
等
が
有
す
る
新
た
な
技
術

と
企
業
が
有
す
る
技
術
開
発
・

商
品
開
発
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
技
術
・
商
品
の
付
加
価
値
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
等
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
村
総
合
公
社
が
岩
手

生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
新
規
機

能
性
代
用
甘
味
料
「
甘
茶
エ
キ

ス
」
と
「
く
の
へ
甘
茶
の
ど
飴
」

の
開
発
商
品
化
に
向
け
た
計
画

が
、
研
究
開
発
事
業
化
育
成
資

金
の
認
定
を
受
け
、
育
成
資
金

と
し
て
1
0
0
万
円
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
育
成
資

金
を
活
用
し
て
、
事
業
化
に
向

け
た
更
な
る
研
究
開
発
を
行
う

予
定
で
す
。

協
力
隊
佐
藤
さ
ん
・
企
画
展

食
に
ま
つ
わ
る
九
戸
の
記
録
と
記
憶

　

3
月
12
日
か
ら
3
月
22
日
の

11
日
間
、
ふ
る
さ
と
創
造
館
に

て
企
画
展
「
食
べ
る
を
温た
ず

ね
て

新
し
き
を
知
る-

食
に
ま
つ
わ

る
九
戸
の
記
録
と
記
憶
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
に
伝
わ
る
郷
土
食
11
品
に

つ
い
て
の
写
真
や
実
物
を
も
と
に

解
説
す
る
ほ
か
、
九
戸
村
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
連
絡
研
究
会
の
活
動

記
録
の
紹
介
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

主
催
の
九
戸
村
地
域
お
こ
し

協
力
隊
佐
藤
さ
ん
は
「
様
々
な

方
に
展
示
を
見
て
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
。
今
後
も
機
会
を
み
つ
け

て
開
催
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

し
だ
み
の
あ
く
抜
き
が
解
説
さ

れ
て
い
ま
す

大
船
渡
市
へ

九
戸
中
学
校
で
義
援
金
募
る

　

3
月
12
日
、
九
戸
中
学
校
で

大
船
渡
市
林
野
火
災
災
害
義
援

金
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
生
徒
会
執
行
部

小
野
家
勲い
さ
おさ
ん
（
3
年
）
か
ら

九
戸
村
社
会
福
祉
協
議
会
日
向

和
彦
会
長
へ
義
援
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
野
家
さ
ん
は
「
大
船
渡
市

で
の
火
災
を
知
り
、
ク
ラ
ス
で

『
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を

し
よ
う
』
と
な
り
、
今
回
の
募

金
を
行
っ
た
。
同
世
代
の
方
で

卒
業
式
が
行
え
な
い
な
ど
困
っ

て
い
る
方
々
に
届
け
ら
れ
た

ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

㊨
社
会
福
祉
協
議
会
日
向
会
長
㊧
生

徒
会
執
行
部
小
野
家
勲い

さ
おさ
ん

村
総
合
公
社
岩
澤
店
舗
主
任（
左
）

大
久
保
村
長
（
中
央
）
岩
手
生
物

工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
矢
野
研
究
部

長
（
右
）
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優
良
生
産
者
・
農
家
を
表
彰

令
和
6
年
度
農
業
生
産
者
の
集
い

　

2
月
26
日
、
H
O
Z
ホ
ー

ル
（
九
戸
村
公
民
館
）
で
令

和
6
年
度
九
戸
村
農
業
生
産

者
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

表
彰
者
15
人
が
出
席
し
た

こ
の
集
い
で
は
、
令
和
6
年

度
農
業
生
産
状
況
報
告
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
村
主
要
作

物
の
生
育
経
過
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

村
と
農
業
協
同
組
合
が
生
産

拡
大
を
奨
励
し
て
い
る
農
産

㊤村長表彰農畜産物総合優秀賞㈲大﨑農
場㊦同じく野菜総合優秀賞松澤浩二さん

瀬
月
内
自
治
会
で

研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

3
月
9
日
か
ら
3
月
31
日

ま
で
の
間
、
岩
手
銀
行
伊
保

内
支
店
で「
九
戸
村
の
歩
み
」

展
を
行
い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、
伊
保
内
小
学
校

閉
校
記
念
式
典
の
際
に
九
戸

村
昭
和
初
期
か
ら
現
在
ま
で

の
写
真
等
が
展
示
さ
れ
た
も

2
月
23
日
、
久
慈
市
山
形
町

平
庭
山
荘
に
て
瀬
月
内
自
治
会

が
自
治
会
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

14
人
が
参
加
し
た
こ
の
研
修

会
は
、
女
性
の
社
会
で
の
活
躍

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
講
師

に
K
U
N
O
H
E
木
工
女
子

部
を
招
き
「
地
域
財
源
を
活

か
し
た
活
動
事
例
」
と
題
し

て
林
業
・
未
利
用
材
の
活
用
・

活
動
実
績
な
ど
に
つ
い
て
の

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
で
会
食

を
行
い
、
地
域
で
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

村
の
歴
史
を
懐
か
し
む

岩
手
銀
行
伊
保
内
支
店
で
「
九
戸
村
の
歩
み
」
展

研
修
会
に
臨
む
参
加
者

の
で
、
式
典
後
も
住
民
の
方

に
見
て
ほ
し
い
と
、
岩
手
銀

行
伊
保
内
支
店
で
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　

展
示
を
見
に
来
た
岩
部
京

子
さ
ん
は
「
知
っ
て
い
る
先

輩
が
載
っ
て
い
て
懐
か
し
い
」

と
思
い
出
に
浸
り
ま
し
た
。

物
に
つ
い
て
、
褒
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
手
県
農
林
水

産
部
農
業
普
及
技
術
課
技
術

主
幹
兼
農
業
革
新
支
援
担
当

課
長
の
中
森
忠た
だ
よ
し義
氏
よ
り
野

生
獣
被
害
に
つ
い
て
の
講
演

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
地

域
全
体
で
の
環
境
整
備
、
正

し
い
電
気
柵
の
設
置
方
法
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

写
真
を
見
て
昔
の
話
で
盛
り
上

が
る
お
客
さ
ん

地
域
づ
く
り
を
担
う

令
和
6
年
度
村
づ
く
り
推
進
の
つ
ど
い

　

３
月
16
日
、
H
O
Z
ホ
ー
ル

で
令
和
6
年
度
村
づ
く
り
推
進

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
す
る
九
戸
村
民
憲
章
推

進
実
践
協
議
会
の
上
村
勝
己
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
今
年
度

の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に

入
賞
し
た
丸
木
橋
実
践
区
、
細

屋
実
践
区
、
宇
堂
口
実
践
区
の

３
団
体
と
山
下
美
佳
さ
ん
に
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
堂
口
実
践
区
会
長
の
山
口

忠
一
さ
ん
か
ら
、
地
域
の
花
壇

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
講

演
で
は
「
地
域
資
源
を
活
か
し

た
活
動
事
例
」
と
題
し
て
、
村

内
で
森
林
資
源
の
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
K
U
N
O
H
E

木
工
女
子
部
の
上
野
早
紀
さ

ん
、
福
島
多
恵
さ
ん
、
水
上
千

文
さ
ん
の
３
人
の
講
師
か
ら
、

実
際
の
活
動
内
容
や
九
戸
村
の

魅
力
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

㊤宇堂口実践区会長山口さん
㊦KUNOHE木工女子部のみなさん

受
彰
・
消
防
庁
長
官
表
彰

山
根
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
30
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
る

　

3
月
17
日
、
山
根
小
学
校
で

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
解
散
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
6
年
か
ら

発
足
し
た
当
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

活
動
30
年
目
と
な
る
令
和
6
年

度
で
小
学
校
閉
校
に
伴
い
解
散

を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
二
戸
地
区
幼
少
年

婦
人
防
火
委
員
会
委
員
長
深
田

泰
之
さ
ん
か
ら
労
い
の
言
葉
が

送
ら
れ
た
ほ
か
、
児
童
を
代
表

し
て
田
澤
拓
人
さ
ん
か
ら
、
九

戸
村
消
防
団
第
十
分
団
分
団
長

和
田
伸
一
さ
ん
へ
ま
と
い
の
移

管
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
代
表
の
田
澤
拓
人
さ
ん

は
「
操
法
や
夜
回
り
な
ど
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、

今
後
は
一
人
ひ
と
り
が
防
火
活

動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
、
最
後
に
全
校
で
防
火

の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
3
月
20
日
に
は
、
東

京
都
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー

ル
で
、
令
和
６
年
度
優
良
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
・
指
導
者
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
同
ク
ラ
ブ
が
、

優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
消

防
庁
長
官
賞
）
を
受
賞
し
有
終

の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

児
童
代
表
の
田
澤
拓
人
さ
ん
㊨

と
田
澤
歩
夢
さ
ん
㊧

解
散
式
で
最
後
に
み
ん
な
で
記

念
撮
影

表
彰
式
の
様
子
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今
月
の
ご
長
寿
の
お
祝
い

保大木タキ さん
大正 11 年 3 月 2 日生まれ

祝 103 歳

 　季節のイベントが好きなタキさん。折爪
荘の担当職員からの手紙で涙ぐむ場面もあり
ました。この度は、おめでとうございます。

I like the friendly nature of the people of Kunohe.I transitioned 
easily because everyone I met was very kind and helpful. I 
also like the teachers and the students of kunohe junior high 
school because they made me very comfortable while at 
school. The Principal and the vice Principal made my fi rst day 
remarkable. I am Happy to be here.

　私はフレンドリーな性格の九戸の人たちが好きです。出会った人た

チェ・アワントゥさん

ちは皆とても親切で私を助けてくれたので、ス
ムーズに慣れることができました。また、九戸
中学校の先生方と生徒たちも好きです。学校に
いる間、彼らは私をとても居心地よく過ごさ
せてくれます。校長先生と副校長先生のおかげ
で、私の学校の初日は素晴らしいものになりま
した。ここに来られて幸せです。

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

チ
ェ
・
ア
ワ
ン
ト
ゥ
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

MY IMPRESSIONS ABOUT KUNOHE VILLAGE 
AND KUNOHE JUNIOR HIGH SCHOOL

南　キヨ さん
大正 11 年 3 月２０日生まれ

祝 103 歳

 　好き嫌いなく何でもたべるキヨさん。手
先が器用で針に糸を通したり、編み物をして
います。この度は、おめでとうございます。

眞下　ツル さん
大正 15 年 3 月２０日生まれ

祝 99歳
　村からのお祝い金をお渡ししました。
　この度は、おめでとうございます。

2
月
3
日
か
ら
、
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
の
チ
ェ
・
ア
ワ
ン
ト
ゥ
さ
ん
が
九
戸

中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
新
し
く
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
九
戸
小
学
校
の
指
導
も
行
う
予
定
で
す
。

　地域林政アドバイザー制度とは、市町村が
森林・林業に関して知識や経験を有する者を
雇用することを通じて、市町村の森林・林業
行政の体制支援を図る林野庁の仕組みで、雇
用の経費が特別交付税により措置されるもの
です。
　令和７年度より、元地域おこし協力隊の長
尾瑠

る く ら

久良さんが、九戸村としては初となる地
域林政アドバイザーとして、産業振興課林業
振興係に配属となりました。

■地域林政アドバイザー制度とは

　「自己所有林の場所や境界を調べたい」、「森
林の現況について知りたい」、「今後の管理方
針について相談したい」等、森林に係る様々
な相談を受け付けます。
　相談は予約が必要ですので、下記までご連
絡ください。

産業振興課林業振興係　☎ 0195-43-3363

■森林に係る相談窓口の設置

　森林経営管理制度、木の駅、伐採届、緑化
推進等

■従事する業務

役場産業振興課で

　令和４年度から３年間、地域おこし協力隊
として自伐型林業の実践と推進を行って参り
ました。村民の皆さんをはじめ、講師の方々
や自伐型林業班の皆さんのご協力のおかげ
で、非常に有意義な時間を過ごすことができ
ました。本当にありがとうございました。
　まだまだ未熟者ですが、今後も九戸村にお
いて、林務行政の推進の一助になれればと思
っています。宜しくお願い致します。

　森林環境譲与税を活用した新規補助事業が新設となりました。詳細は別途チラシ又は九戸村ホ
ームページをご覧ください。

「林業分野の新規補助事業」について

■ご挨拶

長
尾
瑠る

く

ら
久
良
さ
ん

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

地域林政アドバイザー
を設置します！長

尾
瑠る

く

ら
久
良
さ
ん

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ーよ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

NEW

九戸村農林業振興対策 ( 薪ストーブ設置 ) 事業補助金
　　→薪ストーブ等の設置に対する補助

九戸村農林業振興対策 ( 環境保全型森林整備 ) 事業補助金
　　→小規模な除伐や間伐等に対する補助
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付
主
幹
・
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

派
遣
）
玉
川
光
彦
　
▽
保
健
福
祉
課
主
査

保
健
師
兼
保
健
衛
生
係
長
（
保
健
福
祉
課

主
査
保
健
師
）
佐
々
木
雅
恵

▽
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
生
産
振
興
係
長

（
村
づ
く
り
推
進
課
定
住
環
境
係
長
）
中

村
智
子
　
▽
地
域
整
備
課
長
補
佐
兼
地
域

整
備
係
長
（
会
計
管
理
者
兼
税
務
住
民
課

長
）
中
奥
達
也

【
係
長
級
】
▽
総
務
課
財
政
係
長
（
地
域

整
備
課
地
域
整
備
係
長
）
八
重
樫
秀
昭 

▽
総
務
課
庶
務
係
長
（
税
務
住
民
課
主

任
）
細
川
猛　
▽
村
づ
く
り
推
進
課
地
域

振
興
係
長
（
保
健
福
祉
課
保
健
衛
生
係

長
）
佐
藤
康
輔　
▽
村
づ
く
り
推
進
課
交

流
発
信
係
長
（
村
づ
く
り
推
進
課
主
任
）

向
井
祐
貴　
▽
保
健
福
祉
課
上
席
主
任
保

健
師
（
保
健
福
祉
課
主
任
保
健
師
）　

横

井
信
香　
▽
伊
保
内
保
育
園
上
席
主
任
保

育
士
（
伊
保
内
保
育
園
主
任
保
育
士
）
堀

野
恵　
▽
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
上
席
主

任
保
育
士
（
戸
田
保
育
園
上
席
主
任
保
育

士
）
火
石
直
人
　
▽
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も

　

伊
藤
通
仁　
▽
地
域
整
備
課
主
任
（
教

育
委
員
会
主
事
）
横
井
俊
祐
　
▽
教
育
委

員
会
事
務
局
主
任
（
税
務
住
民
課
主
任
）

関
口
瑞
紀

【
主
事
級
】
▽
総
務
課
主
事
（
産
業
振
興

課
主
事
）石
川
優
真
　
▽
総
務
課
主
事（
産

業
振
興
課
主
事
）
上
宿
新
悟
　
▽
税
務
住

民
課
主
事
（
村
づ
く
り
推
進
課
主
事
）
関

口
麻
輝
　
▽
税
務
住
民
課
主
事
（
総
務
課

主
事
）
大
久
保
匠
眞
　
▽
産
業
振
興
課
主

事
（
村
づ
く
り
推
進
課
主
事
）
長
畑
奈
々

花【
新
採
用
】
▽
村
づ
く
り
推
進
課
主
事
波

岡
恭
也　
▽
産
業
振
興
課
主
事
本
川
耀
希

　
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
長
澤
冬
幸

【
会
計
年
度
任
用
職
員
（
役
職
付
き
】
▽

総
務
課
行
政
推
進
員
坂
下
守
男
▽
産
業
振

興
課
農
政
推
進
員
西
野
誠
▽
産
業
振
興
課

農
政
技
術
員
髙
橋
好
範
▽
上
下
水
道
課
技

術
管
理
員
大
谷
勝
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
管
理
員
大
畑
英
明

【
退
職
】
▽
山
本
拓
洋
（
総
務
課
主
任
）

移 動 村 長 室 の お 知 ら せ
　九戸村は、村民の皆様との交流を通し、住みよいむらづくりに向け語り合い、皆さまのご意見を村政

に反映させたいと考えています。是非、皆様のご意見を大久保村長にお気軽にお聞かせ下さい。

■移動村長室の主なテーマ

　高齢者・健康・交通、子育て・教育、防犯・防災、歴史・スポーツ、農林業・商業・地域活性化など

■開催方法

　・開催する団体・グループの条件は、概ね５人以上の出席が見込めることとします。

　・日時・場所・会の持ち方等については、申し込み団体と担当課で相談をして決定します。

■申込方法

　FAX 0195-41-1005　mail：soumu@vill.kunohe.iwate.jp

　郵送の場合　〒 028-6502  九戸村大字伊保内 10-11-6  役場総務課 宛

■ 問い合わせ　九戸村役場総務課庶務係　☎ 0195-43-3365

令
和
７
年
度
村
職
員

人
事
異
動

　

村
職
員
の
人
事
異
動
が
4
月
1
日
付
で

次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。（
カ
ッ

コ
内
は
異
動
前
の
職
名
）

【
課
長
級
】
▽
会
計
管
理
者
兼
税
務
住
民

課
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
大

崎
篤
史
　
▽
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
地
域
福
祉
係
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
地

域
福
祉
係
長
）
小
野
寺
さ
ゆ
り
　
▽
上
下

水
道
課
長
（
税
務
住
民
課
長
補
佐
兼
国
保

住
民
係
長
）
下
高
山
朋
徳
　
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
主
幹
兼
次
長
補
佐
兼
教
育
総
務

係
長
（
次
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
）
関

端
祐
介

【
課
長
補
佐
級
】
▽
総
務
課
長
補
佐
（
総

務
課
主
査
兼
庶
務
係
長
）
和
田
沙
耶
香　

▽
村
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
定
住
環
境

係
長
兼
子
育
て
支
援
係
長
（
産
業
振
興
課

生
産
振
興
係
長
）
觸
澤
英
之　
▽
税
務
住

民
課
長
補
佐
兼
国
保
住
民
係
長
（
総
務
課

園
上
席
主
任
保
育
士
（
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど

も
園
主
任
保
育
士
）
西
野
啓
樹　
▽
ひ
め

ほ
た
る
こ
ど
も
園
上
席
主
任
保
育
士
（
ひ

め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
）
関
畑

梢
　
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
係

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
任
）
久
保
太

毅【
主
任
級
】
▽
総
務
課
付
主
任
・
二
戸
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
（
教
育
委
員

会
事
務
局
主
任
）
斉
藤
諒　
▽
総
務
課
主

任
（
地
域
整
備
課
主
任
）
外
久
保
貴
之　

▽
税
務
住
民
課
主
任
（
保
健
福
祉
課
主

任
）
髙
松
皇
輝　
▽
保
健
福
祉
課
主
任
保

健
師
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
）
工
藤
純　

▽
保
健
福
祉
課
主
任（
税
務
住
民
課
主
任
）

大
澤
洋
介
　
▽
伊
保
内
保
育
園
主
任
保
育

士（
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
）

櫻
庭
祐
子　
▽
伊
保
内
保
育
園
主
任
保
育

士
（
戸
田
保
育
園
保
育
士
）
湯
川
愛　
▽

ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
（
伊

保
内
保
育
園
主
任
保
育
士
）
小
野
寺
愛
　

▽
産
業
振
興
課
主
任（
上
下
水
道
課
主
任
）

令和７年４月１日より役場の開庁時間を変更します
　役場の組織機能を改善・向上させるため、窓口の開庁時間を令和７年４月１日（火）から変更します。

■開庁時間の変更

【変更前】午前８時３０分から午後５時３０分まで

【変更後】午前８時３０分から午後５時１５分まで

■職員の勤務時間について

　夕方１５分の窓口延長に対応するためシフト制で勤務して

おりましたが、今後は開庁時間と同じ勤務時間になります。

■窓口延長について

　住民サービスを維持するため、午後５時までに電話予約を

していただきますと、午後７時まで窓口業務の延長を行って

おります。
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休日当番医 (9:00～17:00）

22-2230

26-8133

33-2201

よこもり眼科クリニック13

20

27

松井内科医院

4

4

4

23-5161菅歯科3

3

3

3

9

千葉耳鼻咽喉科医院

5

3 小野寺歯科医院 33-3050

4
5 23-7311

4 みさわ歯科医院 43-3115

9

7

4 25-4002

27-2205

菅整形外科皮膚科クリニック

金田一診療所5
5

7
4

4

4

4

4

3
5

5
4 沢藤歯科医院

３

33-2701いちのへ内科クリニック5
6

29
4

26-9900かわさきクリニック

22-2251おりそ内科循環器クリニック

13

20

27

4

4

4

5

4
5

5
5

３

5
6

29
4

38-2288右門歯科クリニック

23-2764國香歯科医院（石切所）

27-3301菅原歯科医院

23-1180菅原歯科クリニック

休日当番歯科医 (9:00～12:00）

休日当番医 (9:00～17:00）

22-2230

26-8133

33-2201

よこもり眼科クリニック13

20

27

松井内科医院

4

4

4

23-5161菅歯科3

3

3

3

9

千葉耳鼻咽喉科医院

5

3 小野寺歯科医院 33-3050

4
5 23-7311

4 みさわ歯科医院 43-3115

9

7

4 25-4002

27-2205

菅整形外科皮膚科クリニック

金田一診療所5
5

7
4

4

4

4

4

3
5

5
4 沢藤歯科医院

３

33-2701いちのへ内科クリニック5
6

29
4

26-9900かわさきクリニック

22-2251おりそ内科循環器クリニック

13

20

27

4

4

4

5

4
5

5
5

３

5
6

29
4

38-2288右門歯科クリニック

23-2764國香歯科医院（石切所）

27-3301菅原歯科医院

23-1180菅原歯科クリニック

休日当番歯科医 (9:00～12:00）

季
節
の
変
わ
り
目
に
ご
注
意
を

■
自
律
神
経
と
は
？

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
２
つ

の
神
経
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
身
体

を
調
節
し
て
い
ま
す
。

〇
交
感
神
経

　

活
動
し
て
い
る
時
や
緊
張
し
て
い

る
時
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
時

に
働
き
ま
す
。
心
身
を
活
発
に
す
る

神
経
で
す
。

〇
副
交
感
神
経

　

眠
っ
て
い
る
時
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
時
に
働
き
ま
す
。
心
身
を
休

め
て
回
復
さ
せ
る
神
経
で
す
。

■
春
の
不
調
の
要
因　

１
.
激
し
い
寒
暖
差
（
寒
暖
差
に
対

応
す
る
た
め
に
交
感
神
経
が
活
発
に

﹁
春
﹂
は
﹁
冬
﹂
に
次
い
で
体
調
不
良
を
感
じ
る
季
節
で
す
！

な
る
）

２
.
気
圧
の
変
化
（
低
気
圧
の
影
響

か
ら
眠
気
や
だ
る
さ
を
感
じ
る
）

３
.
日
照
時
間
の
変
化
（
日
が
長
く

な
り
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
る
）

４
.
生
活
環
境
の
変
化
（
進
学
、
就

職
、
転
職
な
ど
）

５
.
花
粉
症
（
花
粉
か
ら
身
体
を
守

ろ
う
と
免
疫
機
能
が
過
剰
に
な
る
）

■
予
防
・
対
策　

１
.「
食
事
は
欠
食
な
く
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
」

　

欠
食
や
偏
っ
た
食
事
は
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
し
ま
す
。

２
.「
身
体
を
動
か
す
」

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
が
効
果
的
で
す
。

３
.「
湯
船
に
つ
か
る
」

　

副
交
感
神
経
が
働
き
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

４
.「
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
」

　

就
寝
前
に
目
元
や
首
元
を
温
め
る

と
、
睡
眠
の
質
も
良
く
な
り
効
果
的

で
す
。

５
.「
衣
服
で
温
度
調
節
を
す
る
」

　

温
度
変
化
に
身
体
を
適
応
さ
せ
る

た
め
に
衣
類
で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

６
.「
花
粉
症
対
策
を
す
る
」

　

外
出
時
は
眼
鏡
や
マ
ス
ク
、
帽
子

を
着
用
す
る
。
症
状
が
強
い
方
は
、

薬
を
服
用
す
る
こ
と
で
症
状
が
軽
減

し
ま
す
。

　

春
は
昼
夜
の
寒
暖
差
や
気
圧
変
動
が
大
き
い
季
節
で
、「
頭
痛
」「
眠
気
」「
だ
る
い
」
な
ど
の
症
状
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
自
律
神
経
の
乱
れ
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

認知症予防に役立つウォーキング

雪が溶け始め、外に出る機会も多くなる４月。暖かくなるとお散歩をする方も多いと思いますが、
せっかく歩くなら、認知症予防に効果的な歩き方をしてみませんか？

　認知症予防には、「脳の最高司令部」である前頭葉を刺激することが必要です。それには、「二つ
のことを同時にする」こと、「慣れないことをする」ことがポイントになります。

インターバル速歩のやり方

　早歩きとゆっくり歩きとを交互に繰り返す歩き方です。常に次の動作やペースを意識しながら歩
くので、前頭葉がいつも刺激されています。また、歩く速さが変わるたび、筋肉からの強弱の刺激
が脳に送られ、脳全体を活性化します。

ウォーキングをするときに、頭の中で「しりとり」をします。「歩く」と「考える」という二つの
ことを同時に行うことで前頭葉を刺激し、記憶力を向上させたり、会話をするときに言葉がスムー
ズに出やすくなる効果もあります。

運動をしないと筋肉が縮んで固まってしまいます。膝痛や腰痛が日常的にある場合も、無理のない範
囲で、できる限り実施してみましょう。痛みが悪化する場合はしばらく休む、スピードや頻度を落とす、
時間を短くするなどして対応しましょう。

「インターバル速歩」をやってみましょう！

３分間の「さっさか歩き」と３分間の「ゆっくり歩き」を１セットとし、１日５セット以上、週
４日以上を目標にします。
　１日の「さっさか歩き」の合計が 15 分になればよいので、朝・昼・夜とこまめに分けて実施して
も大丈夫です。１週間で考えると、「さっさか歩き」の合計が 60 分以上になればよいので、平日に
時間が取れない場合は土曜日に早歩き 30 分、日曜日に早歩き 30 分を行っても良いとされています。

できるだけ早く、大

股で。ややきつく感

じるくらいのペース

を３分。

無理のない歩幅で。呼

吸の乱れが整うくらい

のペースをキープして

３分。

「さっさか歩き」 「ゆっくり歩き」

認知症を防ぐなら、いつもと違う体と頭の使い方が必要

しりとりウォーキング
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学び処
ないんずカフェだよりないんずカフェだより

◆◆◆　◆◆◆　NINES  CAFE　NINES  CAFE　◆◆◆◆◆◆

お友達やご近所さんを誘って、気になる講座を受講してみませんか？
　皆さまからのお申し込みをお待ちしております。
　（開催日と内容は変更の可能性がございます。また、開催する際には事前に全戸配布で募集チラシ
兼申込書をお届けします。下記以外の講座については別途お知らせします。）

「学び処ないんずカフェ」　　
　　令和７年度がスタート！

５月以降に開催予定の「ないんずカフェ」各種講座をご紹介します５月以降に開催予定の「ないんずカフェ」各種講座をご紹介します

開催日 講座内容

５月 17日（土）
開講式

木炭の学習「木炭生産体験・木炭アート」
　　　　　　　　（講師：七戸産業　様）

６月 28日（土）
森林学習「遊歩道トレッキング」

（講師：地域おこし協力隊　山本　幸大　様）

◆九曜塾（村内小中学生対象）

講座名 開催日時（場所）

書道教室
（講師：川又和子　様）

5月 27日（火）、6月 24日（火）
※時間は各日 18：30~19：30
（山村開発センター１階研修室）

◆ラーニング講座（対象者指定なし )

　２月 28日、岩手県立伊保内高等学校にて、九戸村文化
協会表彰が行われました。
　伊保内高校からは中村凜さんと岩手県立伊保内高等学校
郷土芸能委員会が芸術文化奨励賞を受賞しました。
　続いて 3月 12日には九戸中学校においても同表彰が行
われ、小笠原葵さんと九戸中学校特設合唱部が同じく芸術
文化奨励賞を受賞しました。

令和６年度九戸村文化協会表彰令和６年度九戸村文化協会表彰

教育委員会生涯学習係　☎ 43-3382（直通）

表彰状を受け取る伊高生、中村
さん㊤と九戸中特設合唱部㊦

図
書
だ
よ
り
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　３月 2日、九戸村公民館開発ホールにて舞踊発表会（九戸村舞踊研究会主催）が開催されました。
　ゲストに下田清美氏、中村美由紀氏、佐野よりこ氏を迎え、実に 4年ぶりとなる開催に、観客も
大いに楽しんでおり、発表の最中にはたくさんのお花がステージ上に届けられていました。
　次年度は舞踊研究会の 50周年を迎える節目の年であり、今後の活躍にも期待が持てる素晴らしい
発表会となりました。

4 年ぶりの開催！舞踊発表会4 年ぶりの開催！舞踊発表会

　激動の幕の伊予松山藩。戦を嫌

う娘ヒスイ、医学の道で人を助け

る救吉、若き武士の辰之進。霊泉

の湧く故郷を守るために、若者た

ちが立ち上がる。

■青嵐の旅人　上・下

天童　荒太・著（毎日新聞出版）

おすすめ

■運動能力が10秒で上がる
　サボリ筋トレーニング
　笹川　大瑛・著（KADOKAWA）　

おすすめ

　運動能力アップに直結する重

要な筋肉なのにサボリがちな筋

肉＝サボリ筋。そこを鍛える全

く新しいトレーニングです。理

学療法士である著者が写真を使

い分かりやすく説明。

おすすめ

　あり得たかもしれない人生の

中で、なぜこの人生だったのか？

ささやかな出来事が人生を変え

る５つのストーリー。自分の人

生を愛し、誰かを愛するための

小説。

■富士山

　平野　啓一郎・著（新潮社）

おすすめおすすめ おすすめ

１_ゲストの佐野よりこさん　２_左から屋形場ヨシさん、木村規子さん、小野寺カツエさん「古城」　
３_尾友勝則さん「南部蝉しぐれ」　４_大崎里志さん「赤城山」　５_最後には出演者がステージで挨拶

1

2 3

4 5

広報くのへ●2025年（令和7年）4月
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申 込 食数把握のため事前申込をお願いします。
んだ・なす内の申込用紙を記入、もしくは
協力隊工藤までお知らせください。
おにぎりの具、お漬物など持ち寄り大歓迎！

日 時

んだなす
ランチ会

おにぎり編

協⼒隊メンバーが当番制で
ブログ更新をしています。

こちらはアカウント登録不要で
どなたでも読むことができます!

「そう、九⼾村」

InstagramＸ（旧Twitter）

んだなすＳＮＳはこちら

協⼒隊ブログ

４ 17令和７年　　 月　 　 日（木）

大人          円、高校生以下無料

5 １令和７年　　 月　 　 日（木）
４月と５月

2回分の
ご案内です

12:00 ～ 14:00

４⽉号
2025.4.2

[ 制 作 ]
九 ⼾ 村 地 域 お こ し 協 ⼒ 隊
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本棚にある本は村内外からの寄付で

集まったものです。借りるとき返す

ときの⼿続きはありません。⼩説、

児童書、漫画、レシピ本など様々な

ジャンルを揃えています。

⼿前に写っているウサギとコアラは

⼦どもたちに⼤⼈気の遊具。もちろ

んちゃんと動きます！

食数把握のため事前申込をお願いします。食数把握のため事前申込をお願いします。
んだ・なす内の申込用紙を記入、もしくは
協力隊工藤までお知らせください。
おにぎりの具、お漬物など持ち寄り大歓迎！

協⼒隊メンバーが当番制で
ブログ更新をしています。

こちらはアカウント登録不要で
どなたでも読むことができます!

「そう、九⼾村」

InstagramＸ（旧Twitter）

んだなすＳＮＳはこちら

協⼒隊ブログ

４ 17令和７年　　 月　 　 日（木）４令和７年　　 月　 　 日（木）４ 17令和７年　　 月　 　 日（木）17

大人          円、高校生以下無料

5 １令和７年　　 月　 　 日（木）5令和７年　　 月　 　 日（木）5 １令和７年　　 月　 　 日（木）１
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本棚にある本は村内外からの寄付で

集まったものです。借りるとき返す

ときの⼿続きはありません。⼩説、

児童書、漫画、レシピ本など様々な

ジャンルを揃えています。

⼿前に写っているウサギとコアラは

⼦どもたちに⼤⼈気の遊具。もちろ

んちゃんと動きます！
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令和７年　　 月　 　 日（木）

円、高校生以下無料

令和７年　　 月　 　 日（木）
４月と５月

2回分の
ご案内です

おにぎり編おにぎり編おにぎり編おにぎり編おにぎり編おにぎり編
日 時

費 用

申 込
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[ 制 作 ]
九 ⼾ 村 地 域 お こ し 協 ⼒ 隊

く ど う

伊保内商店街

お休み処 んだ・なす

開所時間

平⽇ 9:30∼18:00

■ 村監査委員　☎0195-43-3326

　二戸市では、漆掻き職人の養成等に必要とな
るウルシの樹液を採取するためのウルシの木を
探しています。ウルシの木を所有している方は、
漆の郷づくり推進課にご連絡くださいますよう
お願いいたします。
■対象　胸高直径　約 10㎝以上のウルシの木

（ウルシの木が近くに 20 本以上まとまっている
場所が好ましい）
■価格　木の状況に応じて別途相談
　　　　※１年かけて漆掻きを行います。

　■ 二戸市漆の郷づくり推進課☎0195-38-4472

ウルシの木を探しています

山火事警戒宣言の発令
■ 二戸消防署九戸分署　☎0195-42-3119　

　３月１日から５月３１日までは山火事防止運動
月間です。２月２７日から山火事警戒宣言が発令
され、改めて県民１人１人に注意を喚起し、山火
事防止の徹底を図っております。山火事の多くが、
火の取り扱いの不注意から発生しています。山火
事の危険性を十分認識していただき、特に、強風
時や乾燥時には火入れや野焼きなど火の使用は絶
対に行わないなど、恐ろしい山火事の防止にご協
力をお願いします。
■山火事防止運動重点事項
・火入れを行う際は、市町村長の許可を必ず得る
こと
・たき火、野焼き、火入れをするときは、消防署
に届け出ること
・強風時及び乾燥時には、たき火、野焼き、火入
れしないこと
・燃え広がりやすい枯れ草等のある場所では、た
き火、野焼きをしないこと
・たき火や野焼きの場所を離れるときは、完全に
消火すること
・たき火や野焼きは一人で行わず、水など消火の
備えをすること（森林の周囲１㎞の範囲内での寄
せ焼きや筋焼きによる野焼きは、火入れとみなさ
れること）
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は
必ず消し、投げ捨てないこと
・火遊びはしないこと

１．監査対象
　総務課、村づくり推進課、税務住民課、保健福
祉課、産業振興課、地域整備課、上下水道課（水
道事業所）、教育委員会事務局（中学校を含む）、
農業委員会事務局、議会事務局、選挙管理委員会
事務局
２．監査期間　令和 7 年１月 27 日～２月６日
３．監査の範囲および方法　
　今回の監査は、全会計および基金の事務・事業
を対象とし、令和６年４月１日から令和６年 12
月 28 日までに執行された財務などに関する事務
について、監査対象機関から提出された監査資料
および監査対象の簿冊などの内容を審査し、事務
の執行が法令などの定めに従って適正に行われて
いるか、また、財務に関する事務の執行および経
営に係る事業の管理が法令などの定めに従って適
正に行われているかどうかについて、関係書類を
調査するとともに、担当職員から説明を求めるな
どの方法により実施した。
４．監査資料　
①予算執行状況（歳入・歳出）
②未収金調書（滞納繰越分）
③契約事項調書（物品・備品）
④工事執行状況　/ ⑤主な事業状況
⑥調定処理簿　　/ ⑦収納簿（滞納整理簿含む）
⑧不納欠損処理簿
⑨債権残高調書（基金運用状況含む）
⑩備品管理台帳　/ ⑪財産管理台帳
⑫出勤況状が分かる資料
⑬休暇処理状況が分かる資料
⑭時間外勤務状況が分かる資料
⑮その他
５．監査の結果　
　全会計における予算の執行状況および主要な事
業の執行状況ならびに補助金などの執行状況につ
いては、所期の成果を挙げるべく効果的な事務処
理に努めていると認められた。
　また、監査対象の事務などについては、法令な
どの定めに従って適正に処理されているものと認
められた。（※なお、会計別執行状況および基金
運用状況は、役場前掲示板に掲示しています）

令和 6年度定期監査の結果

『ふるさとの　山を守ろう　火の手から』
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■税務住民課国保住民係　☎0195-43-3368

〇ケガの原因が交通事故や他人の犬に咬まれたな
ど加害者がいる場合でも、被保険者は国民健康保
険（国保）を使って治療を受けることができます。
〇国保を使って治療すると、その治療費は保険者

（村）が一時的に立て替え払いをすることになり、
治療が終わったら、その費用を加害者に対して請
求することになります。
　そのため、交通事故などが原因のケガで国保を
使って治療した際は、速やかに保険者（村）に届
け出ることが法令により義務づけられています。
　交通事故などでケガをした際には、役場税務住
民課国保担当まで届け出をお願いします。

【届け出のときに持ってくるもの】
（1）　印鑑（認め印可）
（2）　交通事故証明書（交通事故の場合）
〇保険者（村）が一時的に立て替えた治療費は、
本来、加害者が負担するべきものです。加害者は、
保険者（村）に治療費を返還しなければなりませ
ん。
　加害者から返還してもらう分について、当事者
同士で請求しない旨の示談を行ってしまうと、保
険者（村）は加害者に請求できなくなり、被害者
本人に思いがけない負担がかかる場合があります
ので、示談する際には、十分に気をつけて示談す
るようにしてください。

交通事故などによるケガの治療に
国民健康保険を使う際は届出が必要です

　令和７年度の国民年金保険料額は、月額 17,510
円です。保険料の納付期限は翌月末（例えば４月
分は５月末まで）となっています。保険料が納め
忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不測の
事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金
を受けられない場合があります。経済的な理由等
で保険料を納付することが困難な場合には、保険
料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」
や「納付猶予制度（50 歳未満）」がありますので、
二戸年金事務所または役場税務住民課にご相談く
ださい。国民年金は、老後の生活やもしもの時の
大きな支えです。きちんと納期内に納めましょう。

国民年金保険料は納期内に納めま
しょう！

■ 二戸年金事務所　☎0195-23-4111　
■ 税務住民課国保住民係　☎0195-43-3368

ありがとう原巡査！
　令和5年４月から村を見
守ってくれていた原巡査が
この４月で異動となります。
２年間ありがとうございま
した。

介護保険に係る所得段階の調整について

　二戸地区広域事務組合では老齢基礎年金変更
に伴い、第 1 号被保険者（65 歳以上）の方々に
不利益が生じないよう、4 月からの所得基準額を
調整します。なお、このことによる新たな申請の
必要はありません。詳細については二戸地区広域
事務組合ホームページをご確認ください。

■二戸地区広域行政事務組合介護保険推進室　☎0195-23-7772
■村保健福祉課　☎ 0195-42-2114

まさざねカードが新しくなります！

　現在お使いのまさざねカード（緑）の有効期限
は令和７年９月 30 日です。

■九戸商業協同組合　☎ 0195-42-2230

■ 二戸警察署九戸駐在所　☎0195-42-2210　

春の全国交通安全運動
「てをあげて　くるまにおしらせ　ぼくはここ」

　４月６日（日）から４月 15 日（火）までの 10
日間「春の全国交通安全運動」が展開されます。
■運動重点
〇子どもをはじめとする歩行者が安全に通行でき
る道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
〇歩行者優先意識の徹底とながら運転等の根絶や
シートベルト・チャイルドシートの適切な使用の
促進
〇自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルールの遵守の徹底
■事故に遭わない、起こさないために「止まる・
見る・待つ」の交通安全行動を実践しましょう。

　　　　（令和 7 年３月１日現在）

● 人 口 　５，０６５人 （－ 11）
　  男 　  ２，４０５人 （－５）
　  女 　  ２，６６０人 （－６）
●世帯数  ２，１８１世帯 （－６）

（カッコ内は前月比）　

　 転 入  　   ４ 人 （8 人）
転 出  　   ８ 人 （14 人）
出 生  　   ３ 人 （6 人）
死 亡     1 0 人  （19 人）

（カッコ内は１月からの累計）

人のうごき
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【募集】地域福祉活動費の一部を助成します
■九戸村共同募金委員会　☎0195-41-1200

　村共同募金委員会では、皆さんから協力いただいた赤い羽
根共同募金を基に、さまざまな福祉事業を展開しています。
　そこで、令和 7 年度の赤い羽根共同募金を基に、翌年令和
8 年度に実施を予定している村内福祉活動実施団体に活動費
の一部を助成します。
■対象団体　地域福祉活動実施団体
　　　　　　（各種福祉団体、自治会、町内会、福祉施設など）
■募集締切　４月 25 日（金）
■助成の決定
　申請後、審査委員会で審査の上、村共同募金委員会で審議
され、県共同募金会で助成が決定されます。
■お申し込み・お問い合わせ
　村共同募金委員会　☎ 0195-41-1200
※申請用紙は村社会福祉協議会にあります。

春の地域安全運動の実施について
■総務課庶務係　☎0195-43-3365

4 月６日から 4 月１５日まで、「春の地域安全運動」が実施
されます。犯罪のない安全で安心なむらづくりのため、家庭や
地域の協力をお願いします。散歩しながら、買い物をしながら
など「ながら見守り」で子どもや地域の安全を守りましょう。

編　集　後　記
　今月の閉校特集は沢山の方に協力

いただき、無事に発行することがで

きました。取材で学校をお邪魔する中で、沢

山の子どもたちのきらきらとした笑顔が印象

に残っています。この子どもたちの笑顔は九

戸村の宝です。九戸小学校になっても村全体

で子どもたちを支えていきたいですね。

　4 月から担当が変わります、短い間でした

がありがとうございました。（長畑）
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寂
し
い
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
指
導
し

て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
に
、
根
気
強

く
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
『
新
し
い
学
校
で
も
頑
張
り
ま
す
』

と
い
う
気
持
ち
で
閉
校
式
で
も
踊
り

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。　

　

九
戸
小
学
校
に
通
う
小
学
6
年

生
の
寧ね

ね音
さ
ん
。

　

閉
校
前
の
江
刺
家
小
で
取
材
し

た
こ
の
日
（
２
月
27
日
）
は
、
閉

校
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
統
合
に
対
し
て
不
安
な

気
持
ち
の
寧ね

ね音
さ
ん
で
し
た
が
、

「『
校
歌
を
歌
う
会
』
な
ど
で
他
校

と
も
交
流
し
、
少
し
自
分
か
ら
発

言
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
か
ら
執
行
部
な
の
で
、
今
は
不

安
よ
り
楽
し
み
の
方
が
大
き
い
で

す
！
」

　

江
刺
家
小
で
の
思
い
出
を
尋
ね

る
と「
全
校
で
江
刺
家
神
楽
を
踊
っ

た
こ
と
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

切
舞
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
寧ね

ね音

さ
ん
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
大
き
く

踊
り
、
自
分
に
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。「
閉
校
し
、
最
後
に
な
る
の
は

江
刺
家
小
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

み
ん
な
元
気
で
前
向
き
！
農
業
体

験
な
ど
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
！

九
戸
小
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
？

　

最
高
学
年
と
し
て
自
分
か
ら
進
ん

で
何
事
に
も
取
り
組
み
た
い
。

将
来
の
夢
は
？

　

犬
が
好
き
だ
か
ら
獣
医
さ
ん
。

好
き
な
料
理
は
？

　

お
母
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
た
オ
ム

ラ
イ
ス
。
家
族
み
ん
な
好
き
で
す
。

家
族
に
一
言
！

　

い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！

春
か
ら
九
戸
小
執
行
部
！

小 4 から始めたバスケ、楽しいです！

河
村　

寧ね

ね音  

さ
ん

（11）

閉
校
特
集
号


